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省
庁
訪
問
は
長
官
の
話
を
聞
く
時
間
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
、

訪
問
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
省
庁
で
、「
バ

チ
カ
ン
の
省
庁
は
教
皇
と
地
方
教
会
に
奉

仕
す
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
た
い
」
と
対
話
の

姿
勢
で
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
二
つ
の
変
化
は
、
ま
さ
に
シ
ノ
ド
ス
的

な
教
会
の
あ
り
方
を
実
践
し
て
い
る
こ
と

の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

対
話
の
姿
勢
を
最
も
し
っ
か
り
と
表
し

て
お
ら
れ
た
の
は
、
教
皇
ご
自
身
で
す
。

1
時
間
に
わ
た
り
、
互
い
に
準
備
し
た
報

告
書
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
に
、
そ

の
場
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
私
の
方

か
ら
は
、「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
」
デ
ス
ク

責
任
司
教
と
し
て
、
司
教
団
が
近
々
イ
ン

テ
グ
ラ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
の
本

4
月
8
日
か
ら
13
日
ま
で
の
日
程
で
、

日
本
の
司
教
団
に
よ
る
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ド
・
リ
ミ
ナ
と
は
、
ラ
テ
ン
語
で

「
使
徒
た
ち
の
墓
所
の
訪
問
」
を
意
味
す

る
言
葉
の
略
称
で
す
が
、
教
区
司
教
が
通

常
5
年
に
1
度
、
聖
ペ
ト
ロ
と
聖
パ
ウ
ロ

の
墓
を
巡
礼
し
、
教
皇
に
謁
見
し
て
、
担

当
す
る
教
区
の
状
況
に
つ
い
て
教
皇
に
報

告
書
を
提
出
す
る
司
教
団
の
公
式
訪
問
の

事
を
指
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ

た
た
め
、
今
回
の
訪
問
は
2
0
1
5
年
以

来
、
9
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な
り
、
17
名
の

司
教
が
教
皇
と
諸
省
庁
を
訪
問
し
ま
し

た
。わ

た
し
に
と
っ
て
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
は
初

め
て
の
経
験
な
の
で
、
前
回
と
比
べ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
今
回
の
訪
問

は
前
回
ま
で
と
大
き
く
変
わ
っ
た
と
先
輩

司
教
の
皆
様
が
口
々
に
仰
っ
て
い
ま
し

た
。
変
化
の
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁

を
訪
問
し
た
と
き
の
話
し
合
い
の
方
法
に

つ
い
て
で
す
。
先
輩
司
教
の
皆
様
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
で
は
、

ア
ド
・
リ
ミ
ナ
参
加

ア
ド
・
リ
ミ
ナ
参
加

新
潟
教
区
司
教

　パ
ウ
ロ

　成

　井

　大

　介

を
出
す
こ
と
を
紹
介
し
、
信
仰
の
観
点
で

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
教
皇

は
、
国
民
性
を
尊
重
し
つ
つ
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

教
皇
は
、
司
教
団
と
の
謁
見
の
最
後
に

「
最
後
に
一
つ
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

喜
び
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ユ
ー
モ

ア
の
感
覚
も
失
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
モ
ア
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き

る
こ
と
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
喜
び
に
満

た
さ
れ
て
い
な
い
キ
リ
ス
ト
者
は
悲
し
い

で
す
。
わ
た
し
の
た
め
に
祈
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
教
皇
の
優
し

さ
、
人
柄
が
に
じ
み
出
る
言
葉
で
し
た
。

今
回
の
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
で
体
験
し
た
対

話
の
姿
勢
を
通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
新
潟

教
区
の
共
同
体
が
、
教
皇
を
含
む
全
世
界

の
教
会
と
と
も
に
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
踏
み
出
す

小
さ
な
一
歩
、
わ
た
し
た
ち
の
行

う
小
さ
な
宣
教
は
、
全
世
界
の
教

会
の
大
切
な
一
歩
な
の
で
す
。

宣
教
司
牧
評
議
会

こ
の
教
区
報
で
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
少
し
だ
け
私
の
方
か
ら

も
4
月
29
日
に
行
わ
れ
た
宣
教
司

牧
評
議
会
で
大
切
だ
と
感
じ
た
事

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
評
議
員
の
皆
様

に
お
願
い
し
た
の
は
、
宣
教
司
牧

方
針
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
小
教
区
や
奉
献
生
活
者
の

会
の
共
同
体
、
地
区
、
教
区
の
レ

ベ
ル
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う

べ
き
か
、
ま
た
そ
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
組
織
が
必
要
と
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
意
見
交

換
の
中
で
特
に
重
要
だ
と
感
じ
た

の
は
、
地
区
の
運
営
に
つ
い
て
で

す
。新

潟
教
区
で
は
、
地
区
の
運
営
、
活
動

の
仕
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
違
っ
て
い

ま
す
。
あ
る
地
区
で
は
、
地
区
信
徒
使
徒

職
協
議
会
が
中
心
で
、
ほ
と
ん
ど
の
司
祭

が
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ
る
地
区
で

は
、
地
区
の
す
べ
て
の
主
任
司
祭
と
小
教

区
の
信
徒
代
表
者
が
地
区
信
徒
使
徒
職
協

議
会
と
は
別
の
機
会
に
集
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景

を
持
っ
て
今
の
体
制
に
落
ち
着
い
て
き
た

わ
け
で
す
か
ら
違
っ
て
当
然
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
の
地
区
で
も
複
数
の
運
営
体

制
を
持
て
る
ほ
ど
人
が
い
な
い
こ
と
、
シ

ノ
ド
ス
の
歩
み
の
中
で
、
司
祭
、
修
道
者
、

信
徒
が
と
も
に
地
区
運
営
に
も
携
わ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
な
組
織

構
成
で
、
皆
が
と
も
に
歩
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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第
4
回
宣
教
司
牧
評
議
会
が
4
月
29
日

に
新
潟
教
会
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
場
参
加
15

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
7
名
で
し
た
。
宣

教
司
牧
評
議
会
は
教
区
全
体
の
宣
教
司
牧

を
推
進
す
る
た
め
に
司
教
の
諮
問
を
受
け

て
重
要
事
項
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
、
毎
年
4
月
29
日
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟

教
区
宣
教
司
牧
方
針
」
に
基
づ
き
、
宣
教

司
牧
方
針
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
か
議
論
し
ま
し
た
。

議
論
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
行
わ

れ
、
話
し
合
い
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
次
の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

1�

．
教
区
、
地
区
、
小
教
区
・
修
道
会
が

今
後
行
う
べ
き
活
動
は
な
に
か
。

2�

．
各
地
区
に
お
い
て
信
徒
養
成
、
交
流
、

近
隣
教
会
と
の
協
力
関

係
の
構
築
方
法

３�

．
活
動
推
進
の
た
め
に

必
要
な
教
区
、
地
区
、

小
教
区
・
修
道
会
に
設

置
す
る
組
織
、
委
員
会

議
論
の
結
果
、
各
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
か
ら
以
下

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
地
区
の
教
会
、
近
隣
教

会
と
の
交
流

・�
地
区
の
教
会
や
近
隣
教

会
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
、
広
報
誌
の
共

同
作
成
や
合
同
バ
ザ
ー

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
。

・�

地
区
で
リ
ー
ダ
ー
や
カ
テ
キ
ス
タ
の
育

成
・
発
掘
を
推
進
す
る
。

・�

小
教
区
の
情
報
を
集
約
し
、
地
区
全
体

に
広
報
す
る
た
め
に
情
報
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
。

・�

人
種
や
国
籍
を
超
え
た
交
流
や
外
国
語

で
の
広
報
を
推
進
す
る
。

・�

幼
稚
園
の
保
護
者
と
の
交
わ
り
を
重
視

す
る
。

・�

電
子
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
情
報
発
信
や

連
絡
方
法
の
整
備
を
行
う
。

〇
教
区
全
体
で
の
取
り
組
み

・�

問
題
解
決
型
の
組
織
を
地
区
や
教
区
に

設
置
す
る
。

・�

新
た
に
組
織
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
現
状
の
組
織
・
委
員
会
の
活
用
や

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

・�

宣
教
司
牧
評
議
会
の
委
員
が
地
区
の
宣

教
司
牧
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
教
区
の
体
制
を
見
直
す
。

� （
宣
教
司
牧
評
議
会
事
務
局
　
坂
口
　
淳
）

■ 
司 

祭 

人 

事

�

（
　
）
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務
地

4
月
1
日
付

《
秋
田
地
区
》

▼�

秋
田
教
会 

助
任
　
エ
ジ
ル
ソ
ン
　
シ

ノ
ザ
キ
師
（
日
本
管
区
本
部
）
＝
神

言
修
道
会

《
山
形
地
区
》

▼�

米
沢
教
会
（
長
井
巡
回
教
会
）
主
任
　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク 

ラ
ウ
リ
シ
オ
師
（
秋

田
教
会
助
任
）
＝
神
言
修
道
会

▼�

米
沢
教
会
（
長
井
巡
回
教
会
）
小
教

区
管
理
者
の
任
を
解
く
　
ス
リ 

ワ
ル

ヨ
師
（
山
形
教
会
主
任
、
米
沢
教
会

小
教
区
管
理
者
）
＝
イ
エ
ズ
ス
・
マ

リ
ア
の
聖
心
会

※�

山
形
教
会
（
新
庄
巡
回
教
会
）
主
任

は
継
続

《
下
越
地
区
》

▼�

新
発
田
教
会
（
村
上
集
会
所
）、
亀
田

教
会 

主
任
　
髙
橋 

学
師
（
花
園
教

会
・
鳥
屋
野
分
教
会
主
任
）

▼�

新
津
教
会
（
村
松
巡
回
教
会
）
主
任
　

佐
藤
允
広
師
（
新
発
田
教
会
主
任
）

▼�

新
潟
教
会
、
佐
渡
教
会
　
主
任
　
田

中
丈
夫
師
（
見
附
教
会
、
栃
尾
教
会

主
任
）

▼�

新
潟
教
会 

協
力
　
町
田 

正
師
（
寺

尾
教
会
主
任
）

▼�

花
園
教
会
・
鳥
屋
野
分
教
会
、
白
根

教
会 

主
任
　
坂
本
耕
太
郎
師
（
青
山

教
会
、
新
津
教
会
主
任
）

▼�

寺
尾
教
会
、
青
山
教
会
　
主
任
　
岡
　

秀
太
師
（
新
潟
教
会
、
佐
渡
教
会
、

亀
田
教
会
、
白
根
教
会
助
任
）

▼�

寺
尾
教
会 

協
力
　
ア
ン
リ 

ホ
イ
ス

ゴ
ム
ス
師
（
青
山
教
会
、
新
津
教
会

協
力
）

※�

青
山
教
会
協
力
は
継
続
、
新
津
教
会

協
力
は
解
任

▼�

青
山
教
会 

協
力
　
ト
ゥ 

ダ
ン 

フ
ッ

ク
師
（
新
潟
教
会
協
力
）
＝
神
言
修

道
会
　
※
青
山
教
会
に
居
住

《
中
越
地
区
》

▼�

三
条
教
会
、
加
茂
教
会 

主
任
　
眞
壁

良
雄
師
（
長
岡
教
会
主
任
）

▼�

見
附
教
会
、
栃
尾
教
会 

主
任
　
石
黒

晃
泰
師
（
三
条
教
会
、
加
茂
教
会
主

任
）

▼�

長
岡
教
会 

主
任
　
ラ
ウ
ー
ル 

バ
ラ

デ
ス
師
（
新
潟
教
会
、
佐
渡
教
会
、

亀
田
教
会
、
白
根
教
会
主
任
）
＝
大

阪
高
松
大
司
教
区

▼�

長
岡
教
会 

協
力
　
ル
イ
ス 

ロ
レ
ン

ゾ
師
（
新
潟
教
会
協
力
）
＝
神
言
修

道
会

《�

新
潟
県
内
の
地
区
再
編
成
に
伴
う
新

た
な
地
区
長
人
事
》

▼
下
越
地
区
長
　
田
中
丈
夫
師

▼�

中
越
地
区
長
　
ラ
ウ
ー
ル 

バ
ラ
デ
ス

師
▼
上
越
地
区
長
　
伊
藤
幸
史
師

例
年
、
4
月
29
日
開
催
さ
れ
る
教
区
宣

教
司
牧
評
議
会
の
前
日
の
4
月
28
日
に
教

区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
役
員
会
が
開
催
さ

れ
、
各
地
区
の
信
徒
代
表
が
情
報
共
有
や

教
区
大
会
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
3
年
間
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
昨
年
か
ら
成
井
大
介
司
教
様
を
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
に
お
迎
え
し
て
再
開
し
、
今

年
も
4
月
28
日
夜
に
新
潟
教
会
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
の

担
当
司
祭
は
坂
本 

耕
太
郎
神
父
様
（
花

園
教
会
・
鳥
屋
野
分
教
会
、
白
根
教
会
主

任
司
祭
）、
会
長
は
天
田 

修
平
氏
（
亀
田

教
会
）、
副
会
長
は
沼
沢 

敬
志
氏
（
山
形

教
会
）
で
す
。
旧
地
区
体
制
か
ら
新
地
区

体
制
へ
の
移
行
期
の
た
め
中
越
地
区
か
ら

の
出
席
者
は
な
く
、
上
越
地
区
も
信
徒
代

表
の
所
用
に
よ
る
欠
席
で
、
今
年
は
8
名

に
よ
る
役
員
会
で
し
た
。

今
年
の
役
員
会
は
、「
新
潟
教
区
　
と

も
に
歩
む
た
め
の
祈
り
」（
宣
教
司
牧
方

針
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

祈
り
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
成
井
司
教

様
よ
り
「
1
年
の
始
ま
り
で
あ
る
神
の
母

聖
マ
リ
ア
の
祭
日
に
、
教
区
全
体
で
作
成

し
た
教
区
宣
教
司
牧
方
針
を
発
表
し
、
4

月
に
は
司
祭
の
大
き
な
人
事
異
動
や
地
区

の
再
編
成
が
行
わ
れ
、
今
年
は
大
き
な
変

化
の
年
。
新
た
に
歩
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
の
お
こ
と
ば
を
頂
戴
し
、
各
地
区
の
情

報
共
有
の
後
、
来
年
開
催
予
定
の
山
形
県

で
行
わ
れ
る
教
区
大
会
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
山
形
大
会
の
開
催
日
は

2
0
2
5
年
10
月
12
日
（
日
）
～
10
月
13

日
（
月
・
祝
）
に
決
定
し
、
教
区
宣
教
司

牧
方
針
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
を

話
し
合
い
、
様
々
な
背
景
を
持
っ
て
い
る

私
た
ち
が
教
区
全
体
と
し
て
と
も
に
歩
む

た
め
の
開
催
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。

役
員
会
の
後
半
は
、
翌
日
開
催
の
教
区

宣
教
司
牧
評
議
会
の
評
議
員
の
う
ち
、
新

潟
市
在
住
や
前
泊
で
来
県
さ
れ
た
評
議
員

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
秋

田
・
山
形
・
新
潟
の
三
県
の
司
祭
や
信
徒

が
直
接
対
面
で
話
し
合
え
る
貴
重
な
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
山
形
大
会
で
は

一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
交
流
し
、
福
音

を
伝
え
て
い
く
た
め
に
共
に
歩
ん
で
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

新
潟
教
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会

�

役
員
会

　開
催
報
告

教
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
事
務
局

　
　マ
ル
ガ
リ
タ
・
マ
リ
ア

橘

　依
理
子

新
潟
教
区

新
潟
教
区

��

宣
教
司
牧
評
議
会

宣
教
司
牧
評
議
会

��

2
0
2
4

2
0
2
4
年年
44
月月
2929
日
開
催

日
開
催
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新
潟
教
区

二
〇
二
三
年
度

　決
算
報
告

二
〇
二
三
年
度
の
「
小
教
区
一
般
会
計
」
と
「
教
区
本

部
会
計
」
の
決
算
が
宗
教
法
人
責
任
役
員
会
、
顧
問
会
、

司
祭
評
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

小
教
区
会
計
の
収
支
状
況

小
教
区
の
一
般
会
計
は
収
入
合
計
か
ら
支
出
合
計
を
差

引
い
た
収
支
差
額
が
1
9
2
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
前
年

度
に
引
き
続
き
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
会

維
持
費
収
入
や
寄
付
金
収
入
の
減
少
が
主
な
要
因
で
す
。

小
教
区
別
で
は
経
常
収
支
が
赤
字
の
小
教
区
が
14
教
会
、

そ
の
内
3
年
連
続
で
赤
字
の
小
教
区
は
半
数
の
7
教
会
あ

り
、
特
に
小
規
模
な
教
会
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
基
づ
く
行
動
制
限

が
3
年
を
経
て
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ミ
サ
献
金
収

入
は
前
年
度
比
1
8
4
万
円
増
加
す
る
と
と
も
に
特
別
会

計
の
積
立
金
も
増
加
傾
向
に
あ
り
改
善
の
兆
し
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

教
区
本
部
会
計
の
収
支
状
況

一
般
会
計
に
含
ま
れ
て
い
る
司
祭
人
件
費
等
収
支
額
と

一
粒
会
収
支
額
を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は
85
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
司
祭
人
件
費
等
収
支
額
も

３
8
7
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
口
の

寄
付
金
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
寄
付
金
等

の
特
殊
要
因
を
除
い
た
場
合
、
前
年
度
並
み
の
2
0
0
万

円
を
超
え
る
赤
字
と
な
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
小
教
区
か

ら
の
司
祭
活
動
負
担
金
と
司
祭
か
ら
の
寄
付
金
で
司
祭
の

人
件
費
が
賄
え
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
一
粒
会
会
計
」、「
建
設
共
済
基
金
会
計
」、「
指
定
献
金
・

特
別
献
金
集
計
」
の
決
算
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

今
年
新
潟
教
区
で
は
2
0
2
３
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た

「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
宣
教
司
牧
方
針
」
を
具
体
化
し
て

行
く
年
と
な
り
ま
す
。
教
区
財
政
に
つ
き
ま
し
て
も
こ
の

方
針
を
受
け
て
担
当
司
祭
、
代
表
信
徒
で
構
成
す
る
経
済

問
題
諮
問
委
員
会
や
建
設
共
済
委
員
会
に
お
い
て
財
政
の

健
全
化
に
向
け
た
施
策
の
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
従

前
か
ら
の
少
子
高
齢
化
や
信
徒
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
各

小
教
区
を
始
め
教
区
本
部
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
信
徒
の
皆
様
か
ら
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
教
区
事
務
局
長
　
大
瀧
浩
一
）

2023年度　教区本部一般会計収支決算書
自．2023年１月１日
至．2023年12月31日

� （単位：千円）

項　　　　　　目 2023年度決算 2022年度決算 前年度増減額

負担金収入 24,735 23,683 1,052 

　教区負担金（教区維持費） 8,711� 12,776� −4,065�

　司祭活動負担金 11,147� 5,752� 5,395�

　一粒会負担金 3,197� 3,475� −278�

　学校法人 1,680� 1,680� 0�

寄付金収入 22,906 20,098 2,808 

　司祭寄付金 17,600� 15,169� 2,431�

　一般・特別寄付金　 5,306� 4,929� 377�

献金収入 711 753 −42 

その他の収入 1,149 493 656 

　　収入合計 49,501 45,027 4,474 

宗教活動費 3,788 4,547 −759 

　神学生養成費 1,560� 2,040� −480�

　祭儀費、寄付金　等 2,228� 2,507� −279�

事務運営費 6,931 6,379 552 

人件費 31,371 30,520 851 

　司祭・職員給料 26,488� 25,623� 865�

　法定福利費 3,304� 3,211� 93�

　その他 1,579� 1,686� −107�

その他の支出 1,104 1,487 −383 

　　支出合計 43,194 42,933 261 

　①収支差額 6,307 2,094 4,213 

＜　一般会計に含まれている特別会計　司祭寄付金等と司祭人件費　＞

　司祭寄付金・司祭活動負担金（収入） 28,747� 20,921� 7,826�

　司祭人件費（含法定福利費）（支出） 24,882� 23,270� 1,612�

　②司祭人件費等収支額 3,865 −2,349 6,214 

＜　一般会計に含まれている特別会計　一粒会負担金と神学生養成費　＞

　一粒会負担金等（収入） 3,197� 3,525� −328

　神学生養成費（支出） 1,560� 2,090� −530

　地区錬成会等補助（支出） 43� 13� 30

　③一粒会収支額 1,594 1,422 172

一般会計実質収支額（①−②－③） 848 3,021 −2,173

2023年度　小教区一般会計収支決算書
自．2023年１月１日
至．2023年12月31日

� （単位：千円）

項　　　　　　目 2023年度決算 2022年度決算 前年度増減額

献金収入 70,969 71,225 −256 

　教会維持費収入 35,744� 37,475� −1,731�

　ミサ献金収入 19,242� 17,398� 1,844�

　一般・臨時献金収入 6,385� 6,377� 8�

　祭儀献金収入 5,029� 5,297� −268

　司祭活動献金収入 4,569� 4,678� −109

指定献金収入 4,449 3,929 520 

一粒会献金収入 3,187 3,359 −172

寄付金収入 16,666 20,112 −3,446

事業収入 475 453 22 

その他の経常収入 2,784 1,859 925 

　　経常収入計 98,530 100,937 −2,407

財務収入 4,642 61,712 −57,070

　　収入合計 103,172 162,649 −59,477

宗教活動費 38,772 39,716 −944

指定献金支出 4,430 3,980 450 

一粒会献金支出 3,235 3,478 −243

事務運営費 30,761 30,743 18 

人件費 2,419 2,505 −86

維持管理費 14,926 14,707 219 

事業支出  6  68 −62

その他の経常支出 372 372 0 

　　経常支出計 94,921 95,569 −648

財務支出 10,169 69,910 −59,741

　　支出合計 105,090 165,479 −60,389

　収支差額 −1,918 −2,830 912

次期繰越金 96,297 98,215 −1,918

　特別会計次期繰越金 2023年度決算 2022年度決算 前年度増減額

　建設・補修等積立金 253,121� 244,823� 8,298�

　その他の積立金 71,806� 68,416� 3,390�

　　繰越金総合計 421,224 411,454 9,770 
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� 2023年度

教　会　名 信徒数 洗　礼 堅　信
　　　　　注１

結　婚
　

入信
志願者幼　児 成　人

1 新　　潟 562� 3� 3� 2� 5� 1�
2 花　　園 206�
3 青　　山 244� 1�
4 寺　　尾 153�
5 鳥�屋�野 64�
6 亀　　田 72�
7 白　　根 16�
8 佐　　渡 61�

新潟地区計 1,378  3  3  2  6  1 
11 新発田（村上） 272� 2� 3�
12 新　津（村松） 145� 1�
15 加　　茂 41�
16 三　　条 131� 1� 1�
17 見　　附 135�
18 栃　　尾 18�

新発田地区計 742  3 － －  1  4 
21 長　　岡 379� 7� 4� 2� 2�
23 柏　　崎 365�
24 直�江�津 130�
25 糸�魚�川 168� 1� 1�
26 十�日�町 120� 1�
27 高田（妙高） 798� 5� 2� 7� 1�

長岡地区計 1,960  13  6  7  2  5 
新潟県合計 4,080  19  9  9  9  10 

31 山　形（新庄） 572� 2� 2� 1� 2�
32 酒　　田 41� 1� 1�
33 米　沢（長井） 125�
34 鶴　　岡 194� 2� 3� 2� 2�

山形地区計 932  4  6  3  3  2 
41 注2　秋　　田 1,003� 5� 2� 4� 3�
42 土　　崎 268� 1�
43 鹿　　角 20�
44 大　　館 69� 1� 1� 2� 1�
45 横　手（上宿） 175�
46 能　　代 20�
47 本　　荘 32�

秋田地区計 1,587  1  6  4  6  3 
新潟教区計 6,599  24  21  16  18  15 
教役者･信徒
信者総数 6,678 ･･･教役者数79名＋一般信徒6,599名

注 1．結婚：信者同士、信者と他キリ、信者と非キリのみ。
注 2．秋田教会には、聖体奉仕会シスターの人数（15名）が含まれています。

聖職者数 79 　←司祭31、シスター48（修道会・在俗会）

（2023年12月31日現在）
1．概　　　　　　　　要

� （教区人口比：0.164％）
面　　積 �  33,544.55K㎡� 信者総数 �  6,678人
人　　口 �  4,053,159人� 入信志願者 �  15人

2．人　　員　　構　　成
司　　教 �  1人� 聖霊奉持布教修道女会 邦　人 �  2人
教区司祭 邦　人 �  13人� 　　　　　　　　 外国人 �  2人
　　　　 外国人 �  1人� 聖心の布教姉妹会 邦　人 �  25人
神言会員 邦　人 �  3人� オタワ愛徳修道女会 邦　人 �  3人
　　　　 外国人 �  9人� 聖クララ会　　　 邦　人 �  11人
フランシスコ会員 邦　人 �  1人� 聖マリア在俗会　 邦　人 �  5人
イエズス・マリアの聖心会員� � 聖体奉仕会　　　 邦　人 �  15人
　　　　 外国人 �  2人
他教区から派遣司祭�外国人� 1人
教区神学生� 0人

3．事　業（2022年より認定こども園対応）
小教区教会 �  30� 教育事業（幼稚園を除く）�
分教会・巡回教会 �  5� 　女子中学校 � �  1校
集会所 �  2� 　　生徒数 � �  64人
女子修道院（在俗会含む） �  6� 　女子高等学校 � �  2校
� � 　　生徒数 � � 573人
社会福祉事業（保育所等を除く）� � 　短期大学（女子短大1、短大1） �  2校
　老人ホーム �  5施設� 　　学生数 � � 442人
　　宿泊を伴う利用者数 �  274人
　その他の老人福祉事業 �  9施設� 子ども福祉・教育事業
　　宿泊を伴う利用者数 �  32人� 　保育所  � �  4施設
　　宿泊を伴わない年間のべ� � 　　園児数 � �  569人
　　　利用者数 �  25,756人� 　幼稚園 � �  3施設
その他の福祉事業 �  5施設� 　　園児数 � �  146人
　　宿泊を伴う利用者数 �  54人� 　認定こども園 � �  24施設
　　宿泊を伴わない年間のべ� � 　　園児数 � � 2,247人
　　　利用者数 �  264人� 　その他の児童福祉事業 �  9施設
� � 　　宿泊を伴う利用者数 �  92人
� � 　　宿泊を伴わない利用者数 �  0人

4．移　　　　　　　　動
教区内から転入 �  12人� 教区内へ転出 �  7人
教区外から転入 �  9人� 教区外へ転出 �  27人
その他転入 �  2人� その他転出 �  17人
� � 死　　　亡 �  73人

新　潟　司　教　区　統　計

2023年度　建設・共済基金収支決算書
自．2023年１月１日
至．2023年12月31日

� （単位：千円）
支　　出　　の　　部 収　　入　　の　　部

科　　　目 2023年度決算 2022年度決算 科　　　目 2023年度決算 2022年度決算
会議費 - - 小教区負担金 1,499 1,578
旅費交通費 - - 貸付金利息 193 218
事務委託費 150 150 受取利息 1 3
支払手数料 1 1 配当・分配金 910 438

経 常 支 出 計 151 151 経 常 収 入 計 2,603 2,237
当 期 末 貸 付 金 残 高 62,060 71,743 前 期 末 貸 付 金 残 高 71,743 79,693
当 期 末 現 金 預 金 残 高 135,628 123,493 前 期 末 現 金 預 金 残 高 123,493 113,457
合 計 197,839 195,387 合 計 197,839 195,387

2023年度　一粒会会計収支状況
� （単位：千円）

項　　　　目 2023年度 2022年度
前年度繰越残高 48,918 47,145 
　　一粒会費収入額 3,197� 3,475�
　　岡助祭叙階式お祝い金 − 50 
　　収入額計　① 3,197 3,525 
　　神学生養成費 1,560� 2,090�
　　錬成会等補助 43� 13�
　　支出額計　② 1,603 2,103 
　収支残高　①-② 1,594 1,422 
宣教地召命促進の日献金教区組入額 247 182 
資金運用利息 261 168 
次年度繰越残高 51,020 48,917 

2023年度　指定献金・特別献金集計表
� （単位：千円）

項　　　　目 2023年度 2022年度�
世界こども助け合いの日献金 571� 606�
教区青少年の日献金 206� 196�
聖地のための献金 196� 183�
四旬節愛の献金 1,176� 1,137�
世界広報の日献金 205� 286�
聖ペトロ使徒座への献金 285� 266�
世界難民移住移動者の日献金 302� 290�
世界宣教の日献金 263� 247�
宣教地召命促進の日献金 347� 282�

合　　　　計 3,551 3,493 


